
図書館からのお知らせ

三陸南地震による臨時休館についてのお詫び
5月26日（月）に発生した地震被害による臨時休館中は、大

変ご不便をお掛けしました。心からお詫び申し上げます。なお、
6月17日（火）から開館しておりますのでご利用ください。

生涯学習機能の充実
宮城県の生涯学習の振興に向けた推進体制の整備と充実・強

化を進めていくため、生涯学習センター的機能として宮城県図
書館に生涯学習班が新設されました。職員構成は社会教育主事
四名と相談員二名です。
班の目的は、次のとおりです。
①生涯学習指導者・人材育成機能
②調査・研究機能
③生涯学習情報の提供・発信・相談機能
④生涯学習・交流の機会の提供機能
今年度は、市町村等の社会教育主事の実践的能力の育成を図

る「社会教育主事専門研修事業」、先導的なプログラムを開発
する「プログラム開発推進事業」等を行う予定です。

わたしのこの一冊 My  Favorite  Book

『名生
みょう

家三代、米作りの技と心』
名生忠久・陽子・智樹 著　草思社　1998年

「土から学んだ主婦の知恵」
岩沼あじさい読書会 佐々木佑子

『名生家三代、米作りの技と心』は、宮城県迫町の専業農家、名生

家三代の米作りの歴史を同町出身で水沢市の石川純子さんが五年間

にわたって名生家を訪ね、聞き書きをし、まとめた貴重な本である。

聞き書きをまとめた石川純子さんは忠久さんの妻陽子さんに焦点

をあてている。

陽子さんの舅藤吾さんは、田の神様を敬い一本の草さえ無駄にし

ない精農、陽子さんは藤吾さんに農業に対する考え方や仕事の進め

方を教えこまれた。夫忠久さんは、規模拡大と機械化によるコスト

ダウンに取組んだ。失敗もした。そして息子智樹さんは、土にも稲

にも触れず米を作る農業に疑問をもった。模索し探し当てたのが祖

父藤吾さんの自然をあがめ謙虚に臨む農業であった。

陽子さんは、三代にわたる農業の変遷を冷徹な目でみつめていた。

農家の主婦として土の力を信じ田畑を耕し家を支え、地域では、

若い女性たちと共に明るい地域作りをした。

陽子さんの方言での語り口は、とにかく大らかで楽しく示唆に富

んでいる。

農業政策を批判し、現代の自然軽視の風潮をたしなめている。

「手隅八十八回の米作り、昔の米は人の愛情と汗で作った」という

陽子さんの指摘は、米作りに限らず人間作りも含めて真理だと思っ

た。

この「ことばのうみNo.14」は15,000部作成し、
1部当たりの印刷単価は16.1円です。

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキ
（SOYインキ）を使用しています。

ほしの・みみな。詩人・ファンタジー作家。仙台市在住。1973年、詩集

『星のおみやげ・幸せのかけら』を出版。その後、数多くの詩集を発表して

いる。2001年には、日本発のポエムソング・CDブック～星乃ミミナ作品集

～『天使のおくりもの』を発表するとともに、同年開催のみやぎ国体では

バリアフリーイメージソング『笑顔と愛を』（作曲・宇崎竜童）を作詞。日

本児童文芸家協会会員・日本童謡協会会員。

表紙エッセイ／星乃ミミナさん

本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第８代館

長・大槻文彦編著による日本最初の近代的国語辞典

『言海（げんかい）』（1889～1891年刊行）に由来する。
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図書館　around   the みやぎ シリーズ◎第9回

＊開館時間：月～金曜日　8:30～17:00
＊休 館 日：土･日曜日、祝日、年末年始

（12月29日～1月3日）
＊交通案内：阿武隈急行線・丸森駅から国

道113号線を車で10分
データ
蔵書冊数：22,671冊

（平成15年3月31日現在）
貸出冊数：1,372冊

（平成14年度実績）

住所：〒981－2402
宮城県伊具郡丸森町金山字下前川原17

TEL：0224－78－1121
FAX：0224－73－7006

丸森町立金山図書館
◎館長　石田　隆

旧金山町は、伊達藩の重臣中島氏の城下

町で、伝統を重んじ子弟の教育にも熱心で

あったといわれています。明治30年町制施

行により日本一小さな町、金山町が誕生し

ました。以来、町民の間では「小さな町の

大きな夢」を合言葉に生き続けてきました。

その大きな夢を実現させたのが図書館の建

設でした。

図書館建設は、昭和8年金山小学校開校

60周年記念事業の一環として計画されまし

たが、世帯数400、人口1,500人の小さな町

であり、建設資金には相当苦労したようで

す。当時建設委員の中心であった星泰三郎

氏は、記念事業の祝宴の簡素化などで財源

を捻出する一方、地区民や郷土出身者でつ

くる「東京金山会」に働きかけ、ようやく

同11年11月、二階建ての近代的な図書館が

完成し金山町立金山図書館として開館しま

した。その後、昭和29年町村合併により丸

森町立金山図書館と改称されました。

現在の図書館は、郷土出身で会社社長だ

った須郷武治氏からの高額の寄付を基金と

して昭和52年に建設されたものです。また、

地元民などから寄贈された古い書籍や教科

書など貴重なものも数多くあり、「小さな

町の小さな図書館」として親しまれています。

図書館は、小学校や保育所と近いため午

後になると授業を終えた児童・生徒たちが

気軽に利用しています。

丸森町では「歴史の

町・金山」の特色を生か

し、図書館と資料館を兼

ねた「図書資料館」のよ

うな形態にする案もでて

います。

丸森町�
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